
中村医師の言葉 ---------2008 年 ﾒﾓより

『９条があるから、海外では、これまで絶対に、銃を撃たなかった日本。

それが、ほんとうの日本の強味なんですよ。具体的に、リアルに、何よりも物

理的に、僕らを守ってくれているものを、なんで手放す必要があるんでしょう

か。危険だと言われる地域で活動していると、その９条のありがたさを、つく

づく感じるんです。日本は、その９条にのっとった行動をしてきた。だから、

アフガンでも中東でも、いまでも親近感を持たれている。これを、外交の基礎

にするべきだと、僕は強く思います。』

⇒・・⇒・日本人への見方というのも、ずいぶん変わってきたんです・・いち

ばんのキッカケは湾岸戦争。そして、もっとも身近なのは、もちろんアフガン

空爆です。アメリカが要請してもいない段階で、日本は真っ先に空爆を支持し、

その行動にすすんで貢献しようとした。その態度を見て、ガッカリしたアフガ

ン人はほんとうに多かった・・』

2019 年 12 月 6 日(金)---しんぶん赤旗 「きょうの潮流」より

世界でもっとも貧しい国で、自分の持っているものをすべて注いでその国の

人たちのために尽くしている―。井上ひさしさんは、よく講演で尊敬の念をこ

めてこの人物を紹介していました▼ハンセン病をはじめアフガニスタンで献身

的な医療活動をつづけてきた中村哲さん。支援地に向かう途中で銃撃され、現

地では無分別な犯行への怒りと“真の友人”を失った悲しみがひろがっていま

す▼そこの実情を知り、住民がほんとうに困っていることに手を差し伸べるの

が支援。丸腰のボランティアの信念は医師の枠をこえました。水不足によって

多くの命が失われている現実を前に、白衣を脱ぎ、メスを重機のレバーに代え

て大地の医者に▼１６００もの井戸を掘り、全長３０キロ近い用水路をひらき、

不毛の地は広大な農地となって数十万の人びとに恵みをもたらしました。命を

奪う地雷を命をつなぐ掘削に利用して。「ゼンダバード！（万歳）」の歓呼は各

地であふれました▼「有害無益」。２００１年、同時多発テロの報復として米国

がアフガンに爆弾を落としはじめたとき。国会に呼ばれた中村さんは、自衛隊

の派遣に反対。十数年かけて築いてきた日本への信頼が一挙に崩れ去ってしま

うと訴えました▼大好きな昆虫にかこまれ、ファーブルのような暮らしを夢見

ていた中村さん。生きるものすべてに愛情を注いできた気骨の医師は世に問い

かけます。「私たちが持たなくてもよいものは何か、そして人として最後まで失

ってはならぬものは何か」

★桜を見る会、安倍政権のごまかし見破る六つの注意点
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